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Abstract：K－Ar　datings　were　performed　on　the5volcanic　rock　samples　of　the　Cheju

Island，Korea．The　results　of　these　datings　are　as　follows．

　　Hallasan　trachyte；0．07±O．Ol　Ma，Paeknoktam　Hawaiite；0。47±0。07Ma，Hal－

1asan　Hawaiite；0．52±0．03Ma，Sogwip》o　Hawaiite　l　O．55±0．04Ma，Pyosonri　Alkali

Basalt；0．31±0．04Ma，

　　Among　them，only　Paeknoktam　Hawaiite　seems　to　be　grown　older　by　the　excess

Argon，But，all　other　ages　can　be　interpreted　respectively　as　the　essential　ages　of　their

eruptions．Based　on　these　newly　obtained　age　data　and　previously　reported　age　data，the

volcanism　of　this　island　can　be　roughly　divided　into　three　stages　as　follows．

　I　stage　l　early　Pleistocene　basic－intermediate　volcanism

　II　stage；middle　Pleistocene　basic　volcanism

　III　stage　l　late　Pleistocene－Holocene　basic－intermediate　volcanism

　　And　a．1so，the　age　of　Sogwip’o　Forma．tion　which　is　fa．mous　of　bearing　the　index

molluscan　fossil　l　T勿7擁61彪s諮hκθ％s乞s　YoKoYAMA，must　be　correlated　to　early　Pleistocene．

1．はじめに

　筆者は1983年7月に国際協力事業団の技術専門家派

遣の一環として韓国を訪れ，韓国の地熱探査に対する助

言を行った（玉生，1985）．その際，済州大学校（現　江

原大学校　師範大学）の李文遠博士と韓国動力資源研究

所の金源泳氏の案内で，済州島の代表的な岩石露頭を観

察し，いくつかの層準の岩石試料を採集することが出来

た．これらの試料についてK－Ar年代測定を行った結果，

済州島の火山層序について知見を得たので，ここに報告

する．

2。地質概説

　済州島は朝鮮半島の南方約90kmに位置し，周囲250

km，東西80km，南北40kmの火山島である．済州島

の地質および岩石については古くから研究されており，

すでに大正末には中村（1925）により，また昭和初期には

原口（1928a，b，1929a，b，c，1930a，b，1931a，b）によ

り詳しく調査され，まとめられている．また，本島は環

日本海新生代アルカリ岩区（冨田，1951）に属する火山島

として，古くから岩石学者の注目をあびてきたところで

もある．その後，太平洋戦争や朝鮮戦争により済州島の

＊地殻熱部

研究は長らく中断されていたが，徐ほか（1964），南ほか

（1965），南（1966），雪（1970），種子田ほか（1970）らに

よって，本島の地質調査が再開された．近年では元

（1975），李（1982a，b），LEE（1982c），罪ほか（1987）ら

により，より詳しい調査がなされるようになってきてい

る．種子田ほか（1970），WoN6渉磁（1986），WoN

（1987），雪ほか（1987）では，K－Ar年代測定技術や古地

磁気データを導入して，火山層序に年代尺度をあてはめ

る努力をしている．

　本島の地質層序に関する研究比較は第1図に示す通り

である．従来の研究者によって用いられている地層名は

地層命名法に基づいていないが，今回は便宜上，従来の

地層名を原則として踏襲することとする．原口（1931a）

は下位より粗面岩類，海成堆積物，粗面安山岩類，粗面

玄武岩類の4つの地層に区分した．これに対して元

（1975）は原口（1931a）の粗面岩類中の漢學山溶岩を粗面

玄武岩類の最後の酸性火山噴出物とした．その結果，原

口（1931a）では済州島の火山活動は概ね酸性から塩基性

へと変化したと結論づけたのに対し，元（1975）では酸性

火山活動が大きくみて2回あったと結論づけた．

　李（1982a，b），LEE（1982c）は詳しい岩石学的研究を

行って，本島の火山岩類をアルカリ玄武岩一ハワイ岩一

ミュージェアライトー粗面岩系と区分しているが，火山層
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層序に関しては元（1975）とほぼ同様の層序区分を用いて

いる．

3．測定試料

　今回K－Ar年代測定を行った岩石試料について，その

試料番号，採集地点，岩石名，層準，岩質，層位関係を以

下に記述する．採集地点については別途，第2図に示す．

（1）37701

採集地点：漢學山山頂白鹿潭北東壁

岩石名：ヘデンベルグ輝石かんらん石粗面岩

　層準：漢摯山粗面岩（LEE，1982c）

岩質：灰褐色で斑状組織をもち，流理構造が発達して

　　　　いる．斑晶として多量のアノーソクレースを含

　　　　むほか，緑色のヘデンベルグ輝石と褐色のかん
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第2図　済州島の火山地質図（LEE，1982c）上に記載したK－Ar年代測定試料採集位置

Fig．2　Volcano－geological　map　of　the　Cheju　Island（LEE，1982c）showing　the　localities　of　K－Ar

　　　dating　samples．

　　　SGF　l　Sogwip’o　Formation，PSB　l　P’yosunri　alkali　basalt，STA；Sogwip’o　hawaiite，HSH；

　　　Hwasun・Seongsan　hyaloclastite，JTA　l　Chungmun　hawaiite，SST　l　Sanbangsan　trachyte，

　　　SYF；Shinyangri　Formation，JJB；Cheju　hawaiite，SMB　l　Sumangri　hawaiite，HHB；

　　　Hahyori　hawaiite，BTA；Beobjeongri　mugearite，SHB；Sihungri　hawaiite，SPB　l　Songp’

　　　anak　hawaiite，HLB；Hallasan　hawaiite，HLT　l　Hallasan　trachyte，BLB　l　Paeknoktam

　　　hawaiite，SVC；Scoria　volcanic　cones，SSF　l　Shel1－sand　Formation，1．Hallasan，2．Paekno－

　　　ktam，3．Chejusi，4．Sogwipb，5．Pyosunri，6．Seongsan，7．Shihungr五，8．Sanbangsan，9．Chung－

　　　mun，10．Kwangyeong，11，Sumangri，12．Mosulpo，13．Songp’anack．

＊（上記の標記法は原論文でなく（Geology　of　Korea，1987）の勧告に基づく）
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地質調査所月報（第41巻第10号）

　　　らん石を含む．

層位関係：本試料は漢學山山頂にある白鹿潭火口の北

　　　　東側を構成する粗面岩より採集されたもの

　　　　で，その層準は原口（1931a）では漢學山玄

　　　　武岩の下位層とされ，元（1975），李

　　　　　（1982a），LEE（1982c）では漢學山玄武岩

　　　　　の上位層とされた（第1図）．試料採集地点

　　　　では本層が（2）37702の白鹿潭ハワイ岩の

　　　　下位層であることは判断できるが，（3）

　　　　37703の漢學山ハワイ岩との層位関係は不

　　　　明である．
（2）37702

採集地点：漢摯山山頂白鹿潭東壁

岩石名：普通輝石かんらん石ハワイ岩

層準：白鹿潭ハワイ岩（LEE，1982c）

岩質＝本溶岩の基質は黒色のガラス質である．斑晶と

　　　して斜長石と少量の普通輝石，かんらん石を

　　　含む．従来，玄武岩として取り扱われてきたが，

　　　LEE（1982c）により全岩化学組成値からハワイ岩

　　　とされた．

層位関係：本試料は白鹿潭火口の東壁を構成するハワ

　　　　　イ岩で，野外観察では前記試料（1）37701

　　　　　の上位に重なるものと考えられる．

（3）37703

採集地点：漢學山南西中腹

岩石名：普通輝石かんらん石ハワイ岩

　層準：漢摯山ハワイ岩（LEE，1982c）

岩質：暗灰色で斑状組織をもつ玄武岩溶岩である．斑

　　　晶は多量の斜長石のほか普通輝石，かんらん石

　　　よりなる．従来，玄武岩として取り扱われてき

　　　たが，LEE（1982c）により全岩化学組成値から

　　　ハワイ岩とされた．

　層位関係：本試料は漢撃山の本体を構成する溶岩より

　　　　　採集したものである．採集地点においては，

　　　　　ほかの試料との層位関係は不明である．

（4）37801

　採集地点：西帰浦海岸

　岩石名：普通輝石かんらん石ハワイ岩

　層準：西帰浦ハワイ岩（LEE，1982c）

　岩質：灰色で緻密な無斑晶状組織を示す．従来，玄武

　　　岩として取り扱われてきたが，LEE（1982c）によ

　　　り全岩化学組成値からハワイ岩とされた．

　層位関係：本層は鮮新世の示準化石となっているTκ77

　　　　　舵1♂σ　S41sh膨郷1s　YoKoYAMA（原口，

　　　　　1928a）を産する西帰浦層の直上に位置する

（5）37802

採集地点

岩石名

層準：

岩質：

層位関係

溶岩である．西帰浦層の時代論については

6．1章で詳述する．

　：本島南東部の秦興海岸

：普通輝石かんらん石アルカリ玄武岩

表善里アルカリ玄武岩（LEE，1982c）

暗灰色で緻密な玄武岩である．斑晶としてかな

り多量のかんらん石と少量の普通輝石を含んで

いる．従来，玄武岩として取り扱われてきたが，

LEE（1982c）により全岩化学組成値からアルカリ

玄武岩とされた．

　：本溶岩は模式地からやや離れた本島南海岸

　中央部東から採集した表善里玄武岩である．

　採集地点ではほかの試料との層序関係は不

　明であるが，元（1975）やLEE（1982c）は，

　本層を（4）37801と同様に西帰浦層の直上

　位層として層序的に位置づけている．

4．測定方法

　今回テレダイン社に依頼して実施した：K－Ar年代測定

”はすべて全岩法を用いて行われた．

　K定量は炎光光度法で各測年試料について粉末試料を

2回に分けて分析した．その結果はいずれの測年試料にお

いても，2つの分析値は相互に1．8％以内の誤差範囲内に

おさまり良い一致をみた．K’含有量は（1）37701の漢學山

粗面岩が4．5％と最も多く，次いで（4）37801の西帰浦ハ

ワイ岩で3．1％，残りの3試料は1．5％前後であった．

　Ar定量は38Arをスパイクとした同位体希釈法で各測年

試料ごとに原則として2分析試料（20－40メッシュサイ

ズ）ずつ測定した．ただし，（4）37801の試料については

3分析試料で測定した．各測年試料のAr同位体分析にお

いて40Ar，ad（大気40Arに対する放射性起源の40Arの割

合）はいずれも10％を越えてい売ので，ある程度精度の

ある測定ができたと判断できる（兼岡，1979；内海・柴

田，1980など）．テレダイン社は40Arradの絶対量測定に

用いた質量分析装置の有効測定限界が10『8scc／gmであ

るとしながらも，今回の試料のように40Ar，ad量が1×

10－7c／gm以下の場合は10－9の位まで実測しその値を

（）書きで標記した上で，実際の年代値の算定に用いて

いる．また全測定誤差はテレダイン社の今までの分析実

績に基づいて以下の数字を用い，次式（Cox　and

DALRYMpLE，1967）によって計算された．

砺＝｛（σK）2＋（藪）2＋（％38）2（1／r）2

　　＋（碗6138）2（（1－r）／r）2｝’12

一530一



韓国済州島の火山岩のK－Ar年代とその層序学的解釈（玉生志郎）

　ただし

　　　砺；全測定誤差

　　　σK；Kの測定誤差＝0．018

　　　σx；トレーサー38Arの測定誤差＝0．003

　　　σ40138；40Ar／38Arの測定誤差＝0．0024

　　　σ36！38；36Ar／38Arの測定誤差＝0．03

　　　r；放射起源の40Arの量比（＝40Ar，ad／40Ar）

この中でrについては誤差が見込まれていないので，今回

のように40Ar，ad量が少量であるため有効桁数以下の10－9

の位まで年代算定に用いざるを得ない場合は，年代誤差

を過小評価することになる．しかしながら，テレダイン

社の報告書では10－9の位の誤差については明記されてい

ないので，今回は報告書の結果をそのまま引用すること

にする．したがって，年代値の解釈において，特に40Ar，ad

量比の少ない（1）37701のような10万年以下の年代値に

ついては，年代誤差に十分注意を払う必要がある．

5．測定結果とその解釈

　今回得られたK－Ar年代測定結果を第1表に一括して

示した．年代値はDALRYMPLE　and　LANPHERE（1969）の

計算式に基づいて算定された．個々の岩石試料の測定結

果とその解釈については以下に詳しく述べる。

（1）37701

　2回の40Ar，ad測定で得られた年代値は0．07±0．01Ma

と0．08±0．02Maで，その平均値は0．07±0．01Maと算

定された．

　WON6厩乙（1986）は本溶岩を岡山理科大学の高感度

質量分析装置でK－Ar年代測定し，0．025±0。008Maと

いう年代値を得た．また古地磁気測定を行った結果，本

溶岩が自然状態では負の伏角を持った中間的な正帯磁を

示し，交流消磁後は異常な磁化方位を示すことが判明し

た．以上のデータから，彼らはこの溶岩の噴出時期を

Laschamp，Biwa，Mono　Iake地磁気エクスカーション

のいずれかに対比できるとした．この値は今回得られた

年代値と比較するとかなり若い年代値となっているが，

今回得られたK－Ar年代値が誤差を過小評価している可

能性があるので，本来両者は誤差の範囲内で一致するも

のかもしれない．本溶岩のK－Ar年代値と後述する（3）

37703，漢學山ハワイ岩のK－Ar年代値を比較してみる

と，誤差を考慮しても明らかに本溶岩の方が若いので，

元（1975）らが考えたように漢撃山粗面岩は漢撃山ハワイ

岩の上位層にあたると結論づけられる．

第1表
Table1

K－Ar年代測定結果
K－Ar　age　analyses．

Sample　No． Formation K　　　　　40Arrad
（％）　（scc／gm×10－5）

40Arrad
（％）

Age±1σ
　（Ma）

（1）37701　　Hallasan　Trachyte

　　Ar－1

　　Ar－2

（2）37702　　Paeknoktam　Hawaiite

　　Ar－1

　　Ar－2

（3）37703　　Ha11asan　Hawaiite

　　Ar－1

　　Ar－2

（4）37801　　S6gwip’o　Hawaiite

　　Ar－l

　　Ar－2

　　Ar－3

4．54

4。55

1．28

1。29

1．86

1．86

3．09

3．10

3、10

（5）37802　　P’yos6nri　Alkali　Basalt

　　Ar－1　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．51

　　Ar－2　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．53

0．001（2）

0．001（5）

0、001（8）

0．002（6）

0．003（6）

0．003（9）

0．005（5）

0．006（5）

0．007（2）

0．001（7）

0．001（9）

16．6

11．9

10．4

15．4

24．2

29．9

19．1

18．5

27．8

11。3

17．0

　　0．07±0．01

　　0．08±0．02
（Average：0．07±0．01）

　　0．36±0．09

　　0．52±0．09
（Average：0．47±0．07）

　　0．50±0．05

　　0．54±0．04

（Average：0．52±0．03）

　　0．46±0．06

　　0．54±0．07

　　0．60±0。05
（Average：0．55±0．04）

　　0．29±0．07

　　0．32±0．05
（Average　l　O。31±0．04）
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（2）37702

　2回の40Ar，ad測定で得られた年代値は0．36±0．09Ma

と0．52±0．09Maで，その平均値は0．47±0．07Maと算

定された．しかしながら，今回得られた年代値は（1）

37701よりはるかに古い年代値となって，層序と矛盾する

結果となっている．K－Ar年代測定で見かけの年代が真の

年代より古くなる原因としては，初期40Ar／36Ar比が大気

Arの同位体比より，過剰アルゴンが存在するため，また

は質量分別作用によって大きくなっている場合とが考え

られる（KANEoKA，1980；板谷・長尾，1988など）．質

量分別作用の場合は通常5％以内程度の誤差におさまるの

に対して，過剰アルゴンの場合は理論的にはいくらでも

古い年代となりうる．本試料で得られた年代値は，層序

学的に予想される年代よりはるかに古い年代となってい

るので，過剰アルゴンに起因していると考えられる．過

剰アルゴンは枕状溶岩で初めて見つけられたように，海

底玄武岩のガラス質基質中にしばしば認められる．一方，

陸上火山岩の場合はガラス質基質よりも，むしろ大きな

斑晶中に認められることがあると言われている（板谷・長

尾，1988）．本試料は陸上火山岩で，3．測定試料の項で

述べた通り，基質はガラス質であるものの，斑晶として

は極端に大きなものは見あたらない．それ故，今のとこ

ろ本試料に過剰アルゴンが存在しているか否か判断がつ

かない．また今回測定した本試料以外の試料においても

過剰アルゴンが含まれている可能性が考えられるものの，

本試料以外には層序と極端に矛盾していないので過剰ア

ルゴンは含まれていないと判断することとした．

（3）37703

　2回の40Ar，ad測定で得られた年代値は0．50±0．05Ma

と0．54±0．04Maとなり，その平均値は0，52±0。03Ma

と算定された．

　今回得られた年代値は本溶岩が（1）37701の漢學山粗

面岩よりもさかのぼること約45万年も前に活動していた

ことを示している．言いかえれば漢學山本体は，すでに

0．5Ma頃には形成されていたのに対して，漢撃山山頂部

に生じた漢學山粗面岩の火山活動は0．10Ma以降に生じ

たもので，漢撃山山体形成とは直接関係していないとい

うことである．

（4）37801

　3回の40Ar，、d測定から得られた年代値は0．46±0．06，

0．54±0．07，0．60±0．05Maで，その平均値は0．55±

0．04Maと算定された．本溶岩はヂほか（1987）でもK－

Ar年代測定され0．41±0．OlMaの値が報告されている．

両者は誤差の範囲以上の違いを示しているが，その原因

は不明である．但し，（1）37701でもヂほか（1987）の方が

若い年代を示しているので，テレダイン社の測定とは系

統的なずれがあるのかもしれない．本溶岩は前述した（3）

37703や後述する（5）37802とあわせて，大局的にみれば

0。3－0．6Maの火山噴出物としてまとめることができる．

（5）37802

　2回の40Ar，ad測定から得られた年代値は0．29±0．07

Maと0．32±0．05Maで，その平均値は0．31±0．04Ma

と算定された．一方，勇ほか（1987）は本島東部から採集

した表善里アルカリ玄武岩を0．60±0．13Maと測定して

いる．両者は誤差の範囲をはるかに越えて違つているの

で，両者は異なる溶岩かもしれない．今回得られた年代

は（3）37703や（4）37801よりもっと若い値となった．特

に漢學山山体を構成している漢學山ハワイ岩よりも新し

いということで，従来の調査で用いられていた考え方，

いわば分布高度が低い溶岩ほど古いものであると言う考

え方（元，1975；李，1982a；LEE，1982cなど）を考え直

す必要性を示唆するデータとなった．実際，李文遠（口

述）によれば橋来里にて李（1982a）の記述と違って漢學山

ハワイ岩が城板岳ハワイ岩の下位に分布している露頭が

見つかっている．それゆえ，本溶岩は城板岳ハワイ岩と

同様に漢摯山火山の山腹噴火で生じた可能性が高いと思

われる．

6．議　　論

　6．1西帰浦層の時代論

　西帰浦層の貝化石群はYOKOYAMA（1923）によっては

じめて研究されてその時代を鮮新世とされた．一方，原

口（1928a）では更新世となる可能性が指摘された．その

後本層から産出したT％7ア漉磁s傭h％6％sゑs　YoKoYAMA

が日本海沿岸地方各地で発見されるようになると，貝化

石の研究がすすみ，本化石は大桑一万願寺動物化石群

（OTUKA，1939）の代表的な化石で鮮新世を示す示準化石

として取り扱われるようになった．またOGASAWARA

（1981）は大桑一万願寺動物化石群の模式地である大桑層

を7伽癬召磁s傭h％6％s澹Lineage　Zoneの観点から検討

し，大桑層中に鮮新世／更新世の境界があるとした．一

方，T％77吻磁s儒hπ醜脇YoKoYAMAと共産する浮遊性

有孔虫やナンノプランクトン化石群を用いた最近の研究

では，大桑層は浮遊性有孔虫では更新世に（HASEGAWA，

1979），またナンノプランクトンでは1．19－0．89Maに各々

対比されるようになってきた（高山ほか，1988）．残念な

がら，済州島の西帰浦層そのものでの浮遊性有孔虫やナ

ンノプランクトンの研究は，まだ実施されていない．た

だし，YoON（1988）による西帰浦層の貝化石の研究では，

本化石群は大桑化石群に対比されるとしながらも，時代
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は依然として鮮新世とされている．

　西帰浦層の時代を放射年代から正確に決定するために

は，今回得られた西帰浦ハワイ岩（（4）37801）の年代値

のほかに，西海帰浦層の下位に存在することがボーリン

グで確認されている基底玄武岩（金，1972；元，1975）を

年代測定してみる必要がある．残念ながら今までのとこ

ろこの基底玄武岩は年代測定されていない．しかし，引

ほか（1987）は西帰浦の西方約20kmの済州島南西海岸

を調査する中で，基底玄武岩と対比可能と思われる海面

下の玄武岩を，その上位の火山性堆積物中の基底玄武岩

に由来する外来礫を用いて1．2－0．94Maと年代測定して

いる．この年代が西帰浦層下位の基底玄武岩の年代を示

しているとするならば，西帰浦層は約1，2－0．5Maのいず

れかの時期に堆積したことになる．この推論は前述した

ナンノプランクトン化石層序区分による大桑層の時代と

ほぼ近い年代値となっているので，西帰浦層は下部更新

統となる可能性が高いと考えられる．

　6．2済州島の火山活動史

　今までに済州島において報告されているK－Ar年代値

及び古地磁気測定結果は第2表にまとめた通りである．

弄ほか（1987）ではK－Ar年代測定値，古地磁気データお

よび本島東部，中央南部，南西部の火山層序の検討結果

から本島の火山層序を第3図のように詳細に区分してい

る．しかし，この中には相互に離れて分布するタフ・リ

ングや地層の同定に関して議論の多いSinyangri層を取

り入れて層序区分している．それゆえ，筆者は今回，ヂ

ほか（1987）の層序区分をべ一スに議論することは避ける

ことにした．筆者は元（1975）やLEE（1982c）の層序を

べ一スにして既存年代データ（第2表）と今回得られた年

代データ（第1表）を参考にして，済州島の火山活動を検

討してみた．その結果，筆者は本島の火山活動を第4図

のように3時期に大別し，各々の火山活動の特徴を以下

のようにまとめた．

　第1期：更新世前期に生じた，相対的に少量のアルカ

　　　　リ玄武岩と粗面岩をもたらした火山活動

　第II期：更新世中期に生じた大量のハワイ岩一アルカリ

　　　　玄武岩をもたらした火山活動

　第III期：更新世後期一完新世に生じた，相対的に少量

　　　　のアルカリ玄武岩一ハワイ岩と粗面岩をもたら

　　　　した火山活動

第2表　K－Ar年代と古地磁気に関する既存データ

Table2　Summ＆ry　Qf　K－Ar訊gesαnd　Paleomagnetism　data　reported　by　previous　workers．

No， Formation　name Sample　Locality K－Ar　ages Paleomagnetism references

1． Hallasan　trachyte Yongjinkul Norma1 TANEDAαα1．（1969）

2． Sanbangsan　lava＊1 7km　east　of　Mt． Reverse ditto

Sanbangsan

3． Alkali　basalt 5km　east　of　Mt． Norma1 ditto

Sanbangsan

4。 Feldspar　basalt 4km　east　ofMt．

一
Norma1 ditto

Sanbangsan
5． Hallasan　basalt Hallasan Normal ditto

6． Paeknoktam　trachyte＊2 Paeknoktam　crater 0．025±0．008Ma Normal WON6勧孟（1986）

7．

8．

9．

Sanbangsan　trachyte

Munseom　trachyte

Supseo．m　trachyte

Mt．Sanbangsan

Munseom　island

Supseom　island

｛二

　〇、747±0．023

　0．728±0．034

　0．725±0．038

Reverse

Reverse

Reverse

ditto

ditto

ditto

Sanbangsan　Group Ave．0。733±0．056

10． P’yos6nri　basalt Taeheung 0．63　±0．03 Normal YUNε厩乙（1987）

11． S6gwip’o　trachyandesite S6gwip’o 0．41±0、01 Norma1 ditto

12． Basalt Byung　ak 0．035±0．014 Normal ditto

13． Basalt
’
f
・
・ thil1・f　Sanbangsan 0．07　±0、04 Normal ditto

14． Basalt Jigu 0．60±0．13 Norma1 ditto

15。 Sanbangsan　trachyte Mt．Sanbangsan 0．87　±0．13 Reverse ditto

＊1元（1975），LEE（1982c）のSanbangsantrachyteに相当する．

＊1The　same　formation　to　Sanbangsan　trachyte（WoN，1975，LEE，1982c）

＊2元（1975），LEE（1982c）のHallasantrachyteに相当する．

＊2The　same　formatlon　to　Hallasan　trachyte（WON，1975，LEE，1982c）
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＜5，000Yr　BP

35，000－70，000　Yr

125，000　Yr

160，000Yr

恥ne　san（is．

Tu∫f　cone（scoria　mound）

Basalts，flowed　out　along　the　　　！－

flanks　of　Hallasan　　　　　／／／Dongnam　palaeosal

Shinyangri　Formation

Hallasan　Trachyte

　　　＼N＼Tuff　rings（Song－ak　san，Suwolbong，Ilchulbong）

Aphanitic　Basalt　　　＼、＼　　Jigu　Clay　Bed

410，000Yr

＞600，000Yr

S6gwip’o　Trachyandesite

S6gwip’o　Fomation

Tuff　rings　（Dangsan　Dusan）

Basalts（Fe1（ispar　olivine　basalt〉；creation　of　cheju　Is．

　above　the　present　sea－1eveL

＞730，000Yr

　870，000Yr

L2my－0．94my，

Cretaceous（P）

Tuff　rings（Hwasoon／くDansan）

Sanbangsan　Trachyte

　　　＼＼　　　Marine　sediments　containing　shell　debris

Basalt（olivine　augite　basalt），outcropp血g　un（ier　the　present

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sea－leve1．

Basements（granite　in　the　northem　part．

　　　　　　tuff　in　the　eastem　and　southem　parts）

第3図
Fig．3

済州島の地質層序一主に南西部，南部，東部海岸地域の露頭を考慮して一（ヂほか，1987）

Geological　sequence　of　the　cheju　Island，considering　outcrops　mainly　along　southwestem，

sQuthern　an（1eαstern　coastal　areas．（YuN　αζz乙，1987）

　謝辞　本報告をまとめるにあたり筑波大学野田浩司教
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　　　　　　　韓国済州島の火山岩のK－Ar年代とその層序学的解釈（玉生志郎）

　　　　　　　　　　　　　　　　地名の英韓対訳

Gmzan　　　　　＝軍山　　　　　　　　　　　　　　　　Popchongri

Suikido　　　　　l水基洞　　　　　　　　　　　　　　　　Hahyori

Hallasan　　　　　：漢摯山　　　　　　　　　　　　　　　　Sumangri

Cheju　　　　　　：済州　　　　　　　　　　　　　　　　　Shinyangri

Sogwip’o　　　　：西帰浦　　　　　　　　　　　　　　　　Sanbangsan

Supseom　　　　　：森島　　　　　　　　　　　　　　　　Chmgmun

Songp’anak　　　：城板岳　　　　　　　　　　　　　　　　Hwasm－Seongsan

Ousungsangak　　：御乗生岳　　　　　　　　　　　　　　　P’yosonri

Paeknoktam　　　：白鹿潭　　　　　　　　　　　　　　　　Mmseom

Shihungri　　　　：始興里　　　　　　　　　　　　　　　　Yongjinku1

　　　　　　　　　　　　　　　　人名の英韓対訳

LEE，Moon　Won　：李　文遠　　　　　　　　　　　　　　WoN，Chong　Kwan：

NAHM，GiYoung　：南基英　　　　　　　　　　　KIM，KwangHo

SuH，HaiGi1　　：徐海吉　　　　　　　　　　　YuN，SangKyu

OHO，Hanlk　　：趙漢益　　　　　　　　　　　YUN，Sun

：法井里

：下孝里

：水望里

：新陽里

山房山

中文

：和順一城山

：表善里

：蚊島

：竜鎮閣

元

：金

：罪

：勇

鐘寛

光浩

祥奎

　銑
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